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　（目的）末期進行癌患者 で は、自己腫瘍特異的 キ

ラーT細胞 （Ctt） の 誘導活性イヒが 極め て 困難な

状態に あ り、 そ の 原因が 、 末梢血 中 に 増加す る単

球 に あ り、こ の 単球の 培養上 清 （M φsup ，）中 に

CTL の 誘導活性化 を抑制す る液性因子の存在する

こ とを報告 して きた 。 今回、こ の M φ　sup ．の 免疫抑

制機構 に つ い て
、 CTL に対する直接的効果 と 、 抑

制性 T 細胞 の 誘導活性化の有無の 2点に つ い て検

討 し た。　（方法）既 に 報告 した CTL誘導活性化 の

系に M φ　sup ，を添加 し、
51

　Cr　release　assay 及 び 、

3Hthymidine
　uptake 法を用 い て 、1）細胞障害活

性の 抑制効果及 び 、 T細胞増殖 能 の抑制効果に つ

い て検討 した 。 2）腫蕩細胞 に よる MPt　sup ．の 吸収

試験を施行後、同様の検討を加え た 。 3）M φ　sup ．

添加後 に 誘導 し た T 細胞 をC 兀 誘導活性化 の系に

加え、そ の 影響 を検討 した。4）腫瘍細 胞 の 培養

上 清 をCTL 誘導活性化の系に添加 し、そ の抑制効

果をM φ　sup 添 加群 と比較検討し た 。　（成績）1）
M φ　sup．を induction　phase ｝こ添加 し た場合、　 CTL の

増殖反応抑制 （40〜80％）及び、細胞瞳害活性抑

制 （50〜80％）を認 め た 。

一
方 、 effector 　phase で

は、抑制 が見られなか っ た 。 2）腫瘍細胞 に よる

吸収試験で は 、 抑制効果 に 変化 を認 め な か っ た 。

3）M φsup ．に よ り誘導され た細胞群 は 、
　CTL 誘導

活性化を抑制 （30〜40％） した 。 4）腫瘍細胞 の

培養上清は 、 CTL 誘導活性化 を抑制 し な か っ た 。

（結論）末期 進行癌患者で末梢血中 に 増加す る単 ．

球由来液性因子 は、1）CTL に対する直接的な抑制

効果があ り、2）CTL に対す る抑制性 T細胞 を誘導

す る 可能性が 示 さ れ た 。 以上 、 増加す る単球は、

その 液性因子を介 して末期進行癌患者 の 免疫抑制

発現の 重要な因子 で あ る こ と を明 ら か に し た 。

　【目的】近年、TILや 瑚 細胞を使っ た養子免疫療

法が試みられて い るが 、 今回我々 は、子宮体癌、

卵巣癌症例におけるTILおよび［肌 の性状を比較解

析する目的で、mbenotype、 細胞鱆害活性に つ い て

検討 した 。 【方法】対象は子宮体癌4例、卵巣癌6

例で 、 手術時無菌的に採取した腫瘍組織を細切、

酵素処理し得た細胞浮遊液か ら 、 Ficoll一町paque

2段階不連続密度勾配法に て肌 を含む細胞群を分

離 した 。

一方田 Lは 、
ヘ パ リン加患者末梢血 より

Ficoll−｝恥 aque 比重遠沈法で 分離した 。

「
そ して、

TI取 PBLのtUenotypeを 、 各種嘲 胞表面抗原に対

するモ ノ クロ
ー

ナル抗体を用 い たフ ロ「 サイトメ

トリーより解析した。また、r−−IL2を使っ て TILを

14−21日間 、 PBLを4日間培養後それぞれ の

phenotypeと、　K−562、
　Duadi

、 自己腫瘍細胞を用 い

た
SiCr

遊離試験による細胞障害活性を検討 した。

【成績】培養前の囲 LとT皿 との比較で は 、 TILは活

性化丁リンパ球（CD3’HLA−DR＋）およびlhelperrT細胞

（CD4
＋CD6 −

　）の比率が高く、特異的な細胞障害活性

の存在を示唆するCD8℃ D11’も高値で あっ た。

一方、

PBLはsupptressor 　Ti細胞（（ll）B
’CDIl＋ ）が優位であっ

た 。 培養後のmぬenotype の解析では、　LAK細胞、

TILの両者でsuppressorT 細胞の減少とTcell

recgptor （a β）発現の増加が認められた。また 、

51
（ 遊離試験より、TILが囲 Lに比べ 自己腫瘍細咆

に対しよ り強い細胞障害活性を示した 。 【結論】

培養前の凶  otype の 解析結果より、
　TIL には活性

化：細胞が多 く含まれて お りその中心はhelPetT細

胞であっ た。また、H3LとTILの比較か らTILが患者

の免疫能をより反映して お り、TILの解析が今後、

局所免疫機構の解明と 、 癌免疫療法へ め応扁に重

要と思われた。
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